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年と日本経済の進路」
293
世界の中の日本の歩み
理論計量経済学会会長　　帝塚山大学教授
建元　正弘
　今、小苅米先生のほうからご紹介いただきました建元です。私の専門は、先ほどご紹介いただいたよ に計量経済学であり すが、近代経済学とか、計量経済学というのは、ややもすると、歴史性というのか、歴史の中で日本の経済を考えるとか、ある は現実の日本の経済を考えるということが、理論とか、計量で非常に抽象的なことをやっていると、研究者 してはそういう関心が比較的希薄になる。　学生諸君も「経済原論」とか、そういうもので近代経済学を学ばれる際に、「無差別曲線」であるとか、「生産関数」であるとか言ったような、かなり抽象的な概念の操作に追われて、現実の経済にどう応用するのか、ということ ついての見極めが非常にむずかしくなるきらいがあろうかと思います。　本当はそうではないのでして、こういうものは、すべて現実の経済を分析する道具であるといって差し支えないわけでして 時 は道具箱 一人歩きをしてしまいますので、世界中、非常に計量経済学の学科などというのになると、非常に細かい分野 分かれて、隣の部屋のことは こちらの部屋でやっている人は分からないといったような あまりに 分化し過ぎたきらいがあります。　そういう点 、総合化というのが必要だろうと思うのですが、この大は、井上先生が一八八七年にお造り なったわけで そういう総合的な視点、哲学とい ものを、ちょうど前の年 帝国大学を出られた非常に若い先生が どこかのお寺を借りて哲学館 を造られたとい 聞いておりますが そういう意味で、哲学というのは、ばらばらの分化した、例えば、さっきお話したよ に隣の部屋でしゃべられて るこ が、こち
らの部屋の学会の人には全然通じないといったようなことであっては困るという、その総合的な視点というものを、非常に強く打ち出されたものだろう 思います。　小苅米先生から百年ということでお話を引き受けましたのも、私が、またまそういう日本が開港して以来の、大体、百二十年ぐらい 中で、資料の欠けたものがたくさんございます。あるいは統計資料が 不備であって、間違っているものもたくさんございます。そういうものを京都大学におります時に、少し じってみたこ がある 、若干馴染みがある領域、計量経済史というよ な名前で呼ぶ人もありますけれど 、計量経済学の中に歴史の視点も持ち込も 、あるいは歴史の資料を持ち込もうというようなことを若い時にやったことがありますので、お引き受けしたような次第です。　先ほど申しましたよう 、皆さんに、こんなことを言う必要はないのですけれども、今から百年前 一八八七年九月十六日とい よ に書いてるのですが、当時の授業というのは九月から始ま 。国際的な出発点であったわけですが、今は四月からで 「昔に戻せ」というよ なのが?????、??????????????????? ﹈??????の十六日ということでここをお開きになったわけです。　皆さん、ある は歴史の中の物語と て、あるい テレビドラマの中
一つの場面として、知っておられるかも知れませんけども、この年の四月
の二十五日、東洋大学が開かれる少し前ですが、何が ったか。これは、鹿鳴館でダンスパーティーが開かれ 。伊藤博文がいろいろな貴族の方々とか、そ 婦人を集めて舞踏会 を開いています。これが鹿鳴館と
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いう非常に華やかな明治の一つの、しかし、非常に錦絵的なというか、古い光景なんです。　最近の皆さんは、レトロブームなんて言って、古いことに興味をお持ちですけれども、皆さんが古いといっているのは 大体、今から三十年ぐらい前のことであって、古くはないんです。　この一八八七年、百年前の東洋大学が開かれるちょっと前、四月の十六日に鹿鳴館で、いろんなコスチュームに身を固めた、ヨーロッパ風のいろんな格好をした、フランス風 ろいろな人々 、ここで舞踏会を開いたというのはどういう意味があった かと いますと、これは 当時 、日本の西洋かぶれであるというように 非常に批判する新聞 その他があたようでありますけれども、実は、明治の日本が近代国家 して浮かび上がる めの一つのジェスチュアであったというように、非常に健気な、慣れない洋服とか、慣れないコルセットに身を固めて、慣れな 帽子を被って、慣れない西洋 ダンスをやって見せ ということであります。　なぜ そう うこ をする必要があったのかという は、まだ近代化していないと うこ が諸外国から言われていたわけです。それを「立派な近代国家なんですよ」とい こ を見せるために 無理して西洋風の格好をして見せたということであります。　近代化百年という本日の題は、私が付けたも ではありま んが なぜ近代化百年なのか うことを、私なりに解釈してみるとい と この時計の歯車をもう少し昔に戻 、二十年か三十年前に戻すと うと、安政の開国という日本が二 年以上の鎖国の夢から覚めて 非常 外からのショックで世界の中へ躍り出た いますか、自分 好んで躍り出たわ
ではありませんが、外国からオープン・ドアといって、ドアを開かされた。そして、否応なしに世界の経済の体制の中に組み込まれてしまった。当時は、イギリス中心の世界経済でありますけども、その中に、古い徳川の日本というのが、否応なしに躍り出る羽目になったわけです。　その時の外国との条約、これは今から見るというと、当時 鎖国のために先が見えなかった人々がいる。 かし その中で、十何歳かの、皆さんより恐らく年が若 福地源一郎といいますか 福地桜痴という人がいますけれども、その人 、昔を考えると う意味の「懐往事談」 本 出ているわけです。これは明治文学全集の に入っている で、経済以外の方々もこれを読まれる機会 あるかと思いますが、その本を 開港した当時の生々しい記録、英語が通じない、それから オランダ語の通訳というのが、実は英語が分か ですけれども 英語が分からないような顔をして、下田のと ろへ行って ハリスとか、そう うも と会って話をしている。そ 弟子ですから、十何歳かのほ ん 天才的な人ですけれども、この人がこ いうものを書いて る。　それから岩波文庫の中に、オールコックという当時 イギリス公使 「大君の都」、英語でもタイクンという ですけ タイクンというは、例えば、玉蜀黍 大儲けした か ピーナ ツ 大儲けしたは、ピーナッツの大君というように今でも言いま が、そういう「大君都」、これは岩波文庫の中へ何冊か入っています。　それから ア ネスト・サトウという、これはスパイだったよ な形跡があるんですけども 日本語 非常に上手い若い外交官です。後には 偉くなってくるわけですけれども、アーネスト・サトウ。日本には佐藤とい
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う名前が多いものですから、佐藤、佐藤といって持て難された人がいます。この人の書いた「一外交官の明治維新」、これも岩波文庫にあるのです。　その他、ハリスのことを書いたクローという人のこととか、コセンザーという人 ハリスの「日本滞在記」というのが、未だに日本語に訳さ ていろんなところから出て るんですけども、そういうものを見ますと、いかに当時の日本が、二百年以上の鎖国のために外国の状勢、オランダ以外のことをほと ど知らな ったと う が分かるのです そこで、安政条約というのは、ある意味では無知な幕府 官僚 ために、非常に不平等な条約になっているわけです。　その一つは、どういうことかというと、為替相場が非常に日本に不利に決められた。これは、昔、私がやったことがある ですけれども、一八八七年までの日本の貿易統計と う は金と銀と両建 になっている です。それで一つの数字にすることが、かなりの作業を必要とするわ 。その前も日本の幕府、関東は金を使って た です 関西は銀を使っていた。で、関東と関西の間に金と銀の相場が建ったわけですが、そのほかに銭という がありますか こういうものの日本での金 銀の交換 比率というのが、国際相場から非常に離れていたわけです。三倍ぐ い離れていたわけです。　世界では、金一に対して銀は十五出さないと金が一入らな 。 ころが、日本では、銀を五個出せば 五だけの量を出せば、五グラムといったほうがいいかも知れませんが、金一グラムが手に入る。つまり、日本は銀 高かった。外国 銀が安かった です。そういう為替相場で、両方とも同種同量という形で、それをハリスが為替相場を決めます。銀は銀 。
これは金銀両建てといって、非常に面倒な制度なんです。　皆さん ご存知ないかと思いますけれど、物理学者のアイザック・ニュートンという人は、イギリスの造幣局の長官でもあったことがあるのです。あまり優秀な長官ではなかったらしいけれど、そのころの金銀両建制というようなことをハロッドと う人が取り扱っているのですけれども、金 銀の間を固定比率で結ん 、それを外国と関係をもつ時は、どちらか一つの金属で為替相場を決めないといけないと うこと、これ 当然のことでありますけれども、それが違 と安いほうの金属を持ってきてそれを金に換えて外国に持ち出す。そうする 、十倍ぐらいの利益が出るということがあったわけです。これが一つ大きな不利な点です。　もう一つは、領事の裁判権、こ は治外法権といって 外国人が東京へやって来て三億円強盗なんかした時 、日本の警察 裁けないとい ようなことなのです。 がフランス人ならフランスへ持って か ければいけない。こういう領事、日本で犯した外国人の犯罪に対し 日本人が裁判権を持たない。　三番目は、関税が当時の、世界の中に流れ出た日本 ため 、関税が日本にとっては非常に低い率、イギリスから日本への輸出品 は綿織物と毛織物なんです ども、そ ものに対する関税が ほ んど五パーセントという非常に低い率である。これを保護関税というよう 形 つことが出来な 。すなわち、むずかしい言葉で言 と 関税自主権というものがない。　こういうことを全部総合して、この条約は不平等条約である。日本 とって非常に不平等 条約である そこ 「何とか れを変え 欲しい」
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うことを言うわけです。ところが、「日本の国は、まだまだ近代国家ではないから、もっと近代化したら、条約を改正してあげよう」ということを外国から言われるわけです。　そこで話を戻して、東洋大学が出来た年の四月に、鹿鳴館でやられたことというのはどういうことか いうと、「日本はこれだけ西洋化していますよ」 とを見せるために芝居をしたわけです。それだけで ありません。井上先生が、この大学を造られる一年前に、帝国大学、今の東大ですけども、当時は大学 一つしかありませんから そこを出ら てこ大学を造られたのですが、一八八六年ですけれども、そのころ 八五年の末から八六年にかけて、内閣制度 いうのが発足していま 伊藤博文が総理大臣になっている。これが太政官 い 制度 止めて内閣の制度をやる。これは近代国家への一つ キャビネットシステム いうものへ 移行であ わけです。　それだけではない。日本銀行が松方デフレ以後の通貨を整理して、円という単位を銀で免換出来る銀本位という のに移っているわけです。ですから、貨幣制度がそこで出来ている。　それから、今言った帝国大学というように教育制度が近代化されて る。まだあの大学は近代化されてないという人もありますけれども、とにかく、
一応そういうジェスチュアとしてそういうものが造られたわけです。それ
から、法律の制度、これをいくつか整備する。ほかにも経済で 産業を近代化するとか、あるい 商取引の習慣をきちんとした法律で決める。こういうようなこ を外国並みにやる。そし 、近代国家としての体裁を整える。
　こういうことが一八八七年のあたりに、この前からしばらく集中しているわけです。教育については帝国大学、あるいは工部省の大学は廃止されて東大と一緒になっている。商取引、その他で近代化が行われる。そういうことを目指して、日本と うのが、このあたりでネーションステートといいますけれども、国民国家としての、そして、外国に対しても、外国人が入って来ても、制度とか その他のいろいろな制度において外国と遜色がないという形にしたのが、八七年ごろであるわけです。　ですから、も 一度言います 、初めて開国によって世界経済の中に組み込まれた日本の経済、ある は経済だけではなく 日本の国といってもいいのですが、そういう ろいろな制度を近代化し 、外国と対等につき合ってもらうということを非常に健気に努力 いるわけ す　その健気さというのは、どこを目標におかれたかというと、先ほど 不平等条約を無くそうと、こ いう ころへおかれたわけであ それが実際に実現したのは、皆さん、よくご承知のよう 陸奥宗光の一八九九年、実に、一九世紀の本当のお終 の時になって れが回復をする。不平等条約が無くなる。つまり、外国人が日本で何か悪い とをすれば日本が裁判をする。　それから、関税については、日本が関税を 当 自分で自主的 決められるというのは 形式的にはこの年なんですけれども、実際には、 九一
一年になるまで待たなければいけない。こういう状態であったわけです。
　ですから、国際経済学を学ばれた皆さんは 一度、国際 比較生産費という学説をご承知かと思いますが、リカウドとか、その他 人々 考えた比較生産費説というのは、これは、こういう自由貿易を前提にして す。
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当時のイギリス中心の貿易というのは、そういうものである。それに否応なしに対応しなければいけない。関税は自主的に決めてはいけない　こういう状態でありますから、当時の人々が調べているように、例えば、日本で綿花というもの、そ 以前は、日本人は木綿を国内で自給していたわけですけれども、例えば さのき木綿というのがあります。こ いうものは、日本人が 服 して用いていたものですが、日本の 業、綿花というのは完全に無くなって ま 。実に見事に無くなってしまいます。そういう丸裸な状態で世界経済の中に組み込まれる。　このごろになって、昔のものをいいんだという で、藍染で、こう う日本の木綿を染めたりするも 持 難されたりしますけれども、日本の伝統的な繊維産業、繊維産業というよりも、実は、農村のセクターで使われる一次産業といったほうがよろしいでありましょうけども、そういうものが完全に壊滅してしま という になってきます。　そこで、これからお話するこ を、少し時間を区切って 一八六八年明治維新 時から 八九七年、これは日本の金本位制が確立 た明治三十年ですけども、そういう一つの日本が金本位制を確立して国際金本位制中に入り込むその年、そ までの間と、この後から戦争前ま 。そ からこの前の戦争が終わって戦後の時代、これは一九四五年なん すが、それから、皆さんが活躍される二一世紀までというように三つに区切っ 世界の中で日本がどういうように歩んできた ということをお話し みようと思います。　今、言いましたように、開国後の日本の経済は、イギリスを中心とする貿易理論で うと、比較生産費説というものを後ろにもったよ な、自分
のところが一番得意であるような物を作って、外国と競争力のない物はすべて作らない、こういうシステムの中に組み込まれていくわけです。それが国際金本位制というものにいくのが一八九七年。　それから、これはちょっと長過ぎるのですが、この前の戦争の始まった
一九三七年、昭和十二年。それから戦後、戦争が終わってから今までとい
うように分けて考えていこうと思います。　まず、三つの時期ですが、八七年というのは、東洋大学に敬意を表して間に書いたのですけれど、これは九七年のところで終わっております。これは、どう ことかといいま と 明治の初め、維新の一八六八年のころからしばらくは、日本はかなりの輸入超過になっています。今日の後進国が経済成長を考えるという時に、初期には非常に入超を経験する。それから、最近は、そっくりそのままではありませんが、南米諸国とか、そういう国が非常に借金で苦しんでいる。そういう状態に対応するかと思 ますが、ある国が世界の経済の中へ入って、先進国並み 上に浮き上がろとする、経済発展をしようとすると初期に入超になるという傾向がありま
す。　これは、先ほど言いましたように 日本は二百年以上の鎖国をやっる。長崎以外にはドアが開けられていない。 で生活していたものが、例えば、さのき木綿を使って、その衣服を着ていた。ただし、これはそれ以上のことであって、当時は幕藩制ですから国全体が一つの統一を成していない。ネーションステートという状態になっていない、国民国家という状態になっていない 、諸国がばらばらになって各藩 形成していて その間の経済取引というのは、かなり制限されている。
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　一部の物が大阪へ持って来られて、鹿児島の何かを、こちらのほうの何かと交換するというようなことは大阪商人の手でやられていますけれど、建前としては、一つの藩は一つの自給自足の体制の中にある。したがって、たくさんの国の集まりであって、日本 いうものがまだ存在しない。それが一つになるわけです。　これと、もう一つは、外国との関係が開かれるということです。ですら、当時は、言うならば、どっか 藩、岡山藩とか、津山藩というような藩を一つの国としてみた時は その が、よその国 お互いに一つ 国になるという意味の国際化、国民国家化と言ったほう よろし かと思いすが、そう 内なる というものと、外国人に対して門戸を開くという意味の、外なる国際化というのが同時に進行している。　それと同時に、先ほどの鹿鳴館ではありませんが 西欧 文明というものが、非常に大き カルチャーショックをと って日本を襲うわけです。チョン髭を切り捨てて コ セットを着たり ボンネットを被っ ダンスをするという こういう状態の二つを経験するわけです。　そこの中で、明治の初期の官僚たちの考えたものはど いうものであたかというと、現在では輸入代替という形での 済成長 後進国が浮き上がっていく時の一つの戦略として考えられ 「まずは外 から入ってきた輸入品に代わる産業を国内で起こしましょう」とい 形の政策であ ます。すなわち、激増して る綿織物とか 毛織物を何とかして国 で作ってそういう を減らそうと。今からはちょっと ないかも知れませんけども、今、日本は非常に里…字で苦しんでいる国で から 逆 状態と考えていただきたいのですが、このころで言いますと、非常 入超 苦し
んでいるわけです。　そこ 、本来、どういうことをやったかというと、片方では、主として生糸とお茶と う一次産業の産品というもの、生糸というのも、工場で作られた生糸ではないのでして、座繰り生糸といって、縁先でお婆さんがぐるぐる紡ぎ車を回して糸を紡ぐ形での手づくりの生糸なんですが そういうローシルクとお茶、 れが国際競争力を持ってましたから それをで輸出をする。その 金 いろ ろな機械とか、その他を買ってきて、あるいは原材料を買ってきて、綿織物とか、毛織物を国内で起こそう。これを輸出の奨励と輸入代替という戦略で、後ほど、経済学者たちが いう言葉で呼ぶわけですが、そういうものを明治の初期の人々は考え わけです。これは殖産興業という形で考えられます。　他方、明治政府と うのは、非常に若 、十代の天皇を頭に戴く何かわけの分からない集団です。遺産、一切の財政的基礎がな 。そこ 、これを、一つは地祖と う形 取り立てるというこ は皆さ ご承知ですけれども、明治 初期はどうしたかというと、贋札をばらまくという政策を採ったわけです。すなわち、太政官札 のはそう も であって、要するに、不換紙幣 金とか銀の裏打ちのない紙切れで、そういう克換券 ないものをどんどんばら撒いてやっていく。会津の白虎隊 退治した も、上野の戦争で勝ったのも みんな紙切れの所為なんです。「紙 れで天下を取った」という言葉がありま が、そうい も ある。　ところが、これは信用力 なくなるので、ドイツで非常に綺麗なお に換えて、それを流通させるのです。やはり、その紙切れ 西南戦争がたたかわれる。西郷隆盛 その他の戦争がたたかわれる。その後が一八八七年
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というような年になるわけです。そういう貨幣制度そのものが、不換紙幣を発行して物を取り立て という形のものになっている。　それが、ここの年になると、銀というもので裏付けされた銀の党換券、
一円を持っていくと一円銀貨と引き換えてくれるような、そういう近代的
な発券制度を備えた日本銀行が出来ます。そういう日本銀行をあすこへ造って、八六年には銀で、九七年には金で裏打ちを る。こういう形で近代的な本位制度を作って、近代国家としての幣制、幣制をいか するかということは、一つの国家の大切な基礎固めでありますけれども、これが一八九七年に実現した。　その元は何かというと 日清戦争による清 からの賠償金であったわけです。どれくらい大き 額であったかというと GNPの大体、四分の一。現在、日本のGNP どれくらいあるか、後で調べていただきたいのですが、それ 四分 一を掛けて何兆円になるかご覧 なると分かると思 ますが、それだけの金が入ってきたわけです。実は、金ではなく なんです。当時 清国は銀本位ですか 、受け取る途端にそれを金に換えているわけです。金の純分を計れるだけ全部計り直してたちまち金 免換し 、ロンドンで金で受け取っている。後、三年か四年かの間に受け取っている。　その時の小切手が大蔵省にまだ保存さ ているはずで が、これは世界の市場で一ペンスという印紙を貼って通用した最大の小切手ということを言われているわけです。こういうものが、つまり、GNPの四分の にあたるような賠償金を取り立てたわ です。そして、それが日本銀行 金準備にな 。こ が出来たのが、この初期 ものです。　この間もなく後に、条約が改正されますけれども、この大学が出来 こ
うに、日本人が非常に健気に西欧化というものを、もちろん軍備も含みますけれど 軍備、教育、幣制、それからいろいろなもの、これを西欧並みの近代化にさせようということで努力して、一応、成功 収めたのが第一期であります。　こうして世界の国々の中に入っていく。その間に、工業化されます。それは何かというと、いろいろな模範工場を造って、綿織物の工場を造るとか、あるいは生糸 工場を造るとかいうことをするわけです。そして、金本位制が確立しますから、これから後は、経済学で言うと、古典派経済学の時代。そういうものを中心にした 際金本位制のもとでの安定を求める経済、古典的な経済と うものに対応 たします。　その後ですが、一八九七年。日本が、一応、今までの大切な輸入品 あった綿糸の輸出が輸入より大きくなったという大変な年な です 、すなわち、今まで工業製品を輸入して た国が、それを輸出するようになった。その時に、ちょうど日本銀行が出来た、金本位になったという時でありますから、一つの時代を画したわけですが、その後の時代はどうかと うと、これは、こ 中でいくつかに分けることが出来ますけれど、この時の経済成長、すなわち、GNP 増分 中で、輸出の寄与がどれくら であるということを調べてみると うと、この時は七 八パーセントです。　第二期に入るというと 初期には三十パーセント、後には四十パーセント。毎年毎年GNPが増えていくその中で、輸出が寄与している率といのをみるというと、三割から四割は輸出増加のために日本の経済の規模は大きくなっている。皆さん マクロの経済学でよく習われ と思いますけれども、有効需要の中で、消費とか、そ 他の内需に対して 出
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のがどの程度GNPを引っ張っていくかというのは、恒等式から計算することが出来ますが、そういうので調べてみると、こういうような数字が出てきます。　ところが、二番目 時期は非常に長い期間を含んでおり、この間にヨーロッパの大戦、第一次世界大戦を含んでいます。特に、この時は、日本は「漁夫の利」というか、ヨーロッパの国々が工業製品を作ることが出来な
くなる。それで非常に儲けたのがアメリカと日本でして、対岸の火事のようにして戦争景気で儲けるわけです。　だから、成金というのが のころ出来て、そこら辺の料亭 芸者を連れてどこか帰る時に足下が照らせない。足下が暗いから百円札に火を着け 、足下を照らして下駄を探した人がいたというようなこと 残ってますけれど、そういうのを成金というので、当時、そういうことがあったということは、非常に戦争景気、輸出景気で湧いたと う時間 、一九一五年から
一八年の間に入っています。
　最終になるというと、一九三〇年 昭和五年 す れども、世界大不況の中で非常に日本が苦しむ。そ へ不作になって売るも がな から娘を売るというような時が来ます。こういう時に金本位制に復帰した。ヨーロッパ大戦中停止していた金 位制を復帰させるというと、これがたま ま世界の大不況にぶつかって大混乱をもたらす。極く最近のニューヨークの株式の暴落が、この時と同じだということでいろいろといわれ いるわけすけれども、そういう非常に大き 波 の中 あるわけです。　一九三七年からは戦争 突入します。したがって、この黒板の年号の中からは太平洋戦争の時期を省いてあります。これは 暗 時代 ある
し、戦争のために経済の機能というのをほとんど停止してしまう。三七年から四五年ですが、ここのところへ暗黒時代というのがある。あらゆる物資を統制 て、市場経済で資源を配分するのではなくて、統制す ほうの当局が、それを配分する。　非常に激烈な言葉を使えば、社会主義 実験をやったと考え よろしいでしょうが、そういうことがここでやられている。これは目的は違うんでしょうが、経済 とっては市場が全部破壊される。下駄を統制する 、下駄の鼻緒を統制するとか、靴を統制 と、靴の紐 統制 というようなことで、非常に細かいものに至るまで統制という とになりま 。　皆さんは、こういう自由な時代に住んでいますから、同じ服を着なさいとか、同じように ことをしなさいというと、非常に反発 感じるかも知れませんが、統制一色という時代、しかも、それは戦争 作ったものは全部南の海上へ持っていって捨ててくるわけです。そういう大消耗の経済というのがここに入っています。そして、敗戦 。例えば、この大学も焼けてしまう。何も い。この辺は焼け野原に る。そう う状態がきます。　それから、 の復興過程を経て、戦後 なっていくわけですけれどもこの二番目の間は、一口に言えば、先ほどすで 言いま たように、輸出にリードされた成長といいますが、エクスポート・レッド・グロース いうのですが、そういう一つの期間であったということが出来 す。その記憶が、学校が焼けて焼け野原になった後の日本の指導者たちの間 、経済運営を担当する人々 間にこびり ています。そ がいろいろな輸出の奨励策とか、産業政策と呼ば ているも なん すが、これは非常に大成
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功を収める。　現在、われわれが立っている時点はどうかというと、それが成功し過ぎて外国から袋叩きに遇っている。こういったような状態であろうかと思います。　ここのところを、もう少し詳しくお話す 前に、ちょっ 経済学的な注釈というのを少し入れておくと、この時代は、金本位を確立してからというものは、国際金本位制の中に日本が入り込んでいて、それの決算として、古典派の経済の運営というものの一つの結論みた な形で、一九三〇年の大不況という が訪れ　その時、まだケインズは本を書いていないんですが、日本の高橋大蔵大臣は、ケインズが考えた政策を二、三年実施して るわけです。それは「時局の供給策」という形で、農村に対して ろいろな公共事業をやる。こ額はばかにならない非常に大きなも です。つまり、公共投資を通じ 有効需要を増やして 大不況で打ちひし れて、娘を売らなければ生きていけないような農村地帯を、財政支出 救済するというケインズ政策をやっているわけです。　これは、ケインズの本の出る前ですから、政策のほ が早かったという意味ですが、これは、不幸にして、結局は、戦争の財政のほ へ持ってかれて、三年間で終 るのですけども この間の 一九三二年から三四年の間に、ケインズのむずかしい本で裏付けられないケインズ政策というのが、すで やられている。 非常に面白いことだ 思われます。そから、一つの経済学の考え方として、古典的な価格で自動調整して くという経済が、このあたりで非常にうまくいかなくなる。その時のマクロの
経済政策というのがこの時に顔を出している。これを記憶に止めておいていただきたいわけです。　この後、一九四五年とありますが、戦後の経済成長が始まったのは一九五五年ぐらいです。その間の十年間はどうなっていたのかというと、戦争から立ち直る に つまり、焼け野原を片づけて、そこに何 か人間が住めるバラックを建てたりするのに非常に忙しかったころです．．　三十年ごろ、この白山のあたりも 静かなところだ たよう 思いますけれども、昭和三十年が一九五五年ですから、 れから後、十年ぐらいしたところで、一九七三 の間、間に六〇年代が入りますから、黄金の六〇年代というように呼ぶ人もありますけれど ゴールデン・シックスティという人がありますが これは経済学 思想で言うと、どういうとろにあたるか、皆さんが教科書の中で見られる人々の中で 敢えてこの時代を説明する経済学というのを取り上げるというと それはシュンペーターです。シュンペーターのミノベーション 革新と う。　シュンペーターの著書は 「経済発展の理論」というので岩波文庫 二冊で収められていますけれども、こう 戦前にシュンペーター 書い 、シュンペーターが恐らく非常に若 時に書 た本なのですが、ドイツ語の本を彼がハーバードへ移ってから英語に直した。そういうような若い ろの思想ですけれども、経済発展でのシュンペーターのダイナミックス シュンペーター動学という のがありますけれども、これは何かというと、常に新しい革新をやって く。新しい生産物、新しい組織、新しい市場 新しい技術、こういうものをどんどん入 やっていく。　こう う例としては、世界の歴史の中ではイギリスの産業革命
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すけれども、それよりもはるかに短期間に、はるかに大きな展開があった。その代わり、空は汚 た 、水が汚れたり、排気ガスで皆が苦しんだりしましたけれども しかし、そういう品物を作 出す裏に公害のようなことが発生 かも知 ないけれども、この間の革新、これは石油危機まで続くわけで、別の言葉で、これを「高度成長時代」と呼ぶ人もありますが、日本の経済が毎年毎年、一割つつ大きくなっていく。こういったような不思議なことが起こったわ です。 が経済学の中では、シュンペーターの経済発展の動学、ダイナミックスというものが当てはまると思います。　ただ、こういう夢 いつ でも続くということはないわけ あって、この後には、一九七〇年代に入ると、ニクソン・ショック 石油ショック、第一次の石油ショック、第二次の石油ショック、こ うよう ショックのために世界経済全体がスタグフレーション、片方 失業が増えて、片方でインフレーションが起こると 形の 今 古典派の経済学では考えられなかったようなことが起 ってくる。これが七〇 あってこを通り越したいくつかのショック 続 て、世界経済全体が非常にいうエクスターナルショックに対しての調整で苦しんでい 。　その調整の中で、B本の調整というのは 二回目 石油ショック 時は非常にうまくいき過ぎたんです。 そ 国 失敗して だけ よくいき過ぎたために、いろいろなことが起こって、日本 輸出がどんどん増え過ぎて、あるいは最近は、円が非常に高くな くる。あるいは諸外国から日本への非難が集中をする。日本叩き いうような時代に直面するわけですけれども、これは、日本がこのショックを乗り切るのに非常 成功 た成功し過ぎた、こういうことのために起こっているかと思われます。
　とにかく、われわれは、東洋大学が出来てから今まで、あるいはそれより二十年ほど前へ遡って歴史の歯車をだんだん回してきて現代に至ったわけですが、それでは こ から先 皆さんが、二十一世紀で日本の運命を担って働かれるわけ すけれども、恐らく、皆さんが、今話ましたような日本の百年間の経済の動きというものをバックにして そして、外国との間の関係をうまく調整しながら、二十一世紀へ運命を開いていかれるのだと思いますけれども、一つは、国際化ということが言われてます。現在でも、今、英語を学んでおけば、将来、 こか外国へ行って商社で働けるじゃなかろうかというようなことを考える人が多いと思いますが 今の話から分かりますように、明治の初め らずうっと日本というの そういう国際社会の中で生きてきたわけです。　むしろ、問題はどうなる と、これは外国人が日 に入ってくるという時代を迎える。そ と、この間 三億円の強奪事件のよ なとが起こるわけです。あれは立派 国際化であって、 れから は、恐らく、ああいう線 すむだろ 。これを一つ考え なけ ばいかん。日本人がどこかアフリカの奥地へ行って、太陽電池でラジオを動 てそれを誰かに売る よ な時代で だんだんなくなっているだろう。それは皆さんのやる時だろうと思います。　もう一つ、これはよ 考えて皆さんが生きていかなけ ば らな ことですけれども、 は、今は若 のですけれども、必ず年を取ります。そして、二〇二〇年ごろになる いうと、全国民の中 四人に一人ぐらいがお年寄りになります。皆さんは、そうい 暗い社会で生きるように運命づけられているわ であって、現在、議論されて る高齢化社会というの
304
は、それに比べれば非常に簡単なことなんです。　昭和というのは非常に長く続きましたけれども、明治は四十五年で終わっているんですが、昭和はまだ六十何年。けれども、二十一世紀のころになったら、皆さんは、ちょうど今明治生まれのおじいちゃんやおばあちゃんが非常に珍し 人 して生きていますが、皆さんの時代になると、そう珍しくない。昭和生まれのおじい ゃん、おばあちゃ に皆さんはなります。そうして、あまり大事に れなくなるでしょう。　この時代を考えて、皆さんが、これから大学を出て 定年になって、そういう時代を迎える二〇二〇年ぐらい ころ これを考え 経済の運営というのを考えていかなければいけない。　それから、情報化というのが ります。これは、 ささか行き過ぎる恐れもあるわけでして、先日のニューヨークの株の暴落について 極く最近、ちょっと書いておきましたけれど、プログラム売買と う形での情報があまり伝わり過ぎ ことが経済を不安定化させる恐れというも も十分あるわけです。　こういうことで、これから、われわれが、日本 ここでご覧 なったら分かるように日本はいつも赤字で苦 んできた国です。そういうこ に対応する力は非常 強いのですけれども、外国から何 言われた時 、れを跳ね退ける力と のは日本人は非常に強 。そ 代わり、国内問題というのは非常に弱い す。現在、転がっている農業 問題とか、の他いろいろな規制の問題 か、こういう問題についてはほとんど解決されていない。　こういうものを解決しながら、皆さんは、国際化社会の中 、 境 無
い経済というようなことを言う人もありますが、そういう国境のないような経済の情報化のものすごくすすんだ状態の中で、自分の運命を切り開いて行かれるわけであって、そういう時に、こういう運命だから悲しいので引っ込んでしまうのも一つの態度です。しかし、こういう風 、むしろ、向風に向 ってすすんでやろ というのも一つの立派な態度であろうと思います。風がアゲンストにな た時に、それをどう生きて くかというこ で、二十一世紀への日本 経済を開いて行っていた きた と思います。そういうことで、この辺で私 話は終わらせて ただきます。
305
大正＝二年昭和二五年昭和二五年昭和二六ー　　二七年昭和二八年昭和二九年昭和三一年昭和三六〜　　三七年昭和四〇年昭和四〇年昭和四七年昭和五二年昭和六二年
講師紹介　　　　　　　たて　　もと　　まさ　　ひろ　 　建　元 正 弘　　 岡山県生　　　　 京都大学経済学部卒業　　　 名古屋大学経済学部助手
オレゴン大学に留学名古屋大学講師同助教授大阪大学経済学部助教授ペンシルヴァニア大学に留学京都大学経済研究所助教授同教授大阪大学経済 部教授同経済学部長同退官。現在、帝塚山大学教授、同 学部長大阪大学名誉教授
専攻　計量経済学学位　経済学博士　著　書
「日本経済の計量分析」「社会人のための計量経済学」「沙羅利満氏の経済教室」他
306
